


rn原市にある草刈追跡の弥生時代の住
j:'っ ニワ

居跡、
あと

から、「卜
I

骨」が 2点見つかりました。 
:Jむの 

守のことで、獣'1卜骨とは、占いに用いた

の廿や亀の甲羅に火熱を加えて、そのひ

び害IJれの状態や骨の色の変わり方を見て

古|孟I(よいこととわるいこと)を占った

道具のことを言います。

弥生時代の卜骨は、日本てや今のところ 

90点以上見つかっています。同は:長崎県

から、束は千葉県まで分布しています。

千葉県内では、草メIJ遺跡、のはかに千葉市

の城の腰遺
じよ うの こし

跡、と市原市の菊間遺
さく ま

跡て。合計 

6点見つかっています。

この時代のト a丹の多くは、シカやイノ
けんこう こっ

シシの成P決の
せいじ ゅう

肩月甲 J汁が伎われています。

これは意識的に選んでL、たようです。ヰ{

刈遺跡で見つかった卜骨のうち一つはシ

カの成械の Jt=1脚骨で、もう 一つは 1歳佼

のシカの克骨(
かんこつ

腰の部分の骨)でした。克

骨を使ったものは非常に珍しく、東京都

の向ケ|刈iii跡、に;大ぐ 2例日の予を兄て、、す。

卜骨の多くは、貝塚など、恨の骨が腐

らずに残りやすい条件が備わったところ

から見つかっています。草刈追跡、で見つ

かったト骨も、 t1:肘内に拾てられた貝殻 

のq，から出てきました。

ふんか  ζ うりょう

速くてや噴火する火1-1.1と荒涼とした平

原、そこで象を追いかけまわしている

人間とも猿とも兄わけの勺かな L':'t三き
きゅうせっき

物。 rIH石務時ftJと聞くと、ほとん

どの人はこんな闘山俊三の没同のよう

な風景を思い浮かべるのではないでし

ょうか。

千葉県のIrI石器時代を代表する石器
がたせっ s やり さきがたせんとうさ

としてナイフ形石捺、給先形尖頭器、

そして d、さなカミソリの刃のような背妥
さいせきじん

をした車IIJ :ti刀があげられます。この中

でも飛躍的に進歩した石器が檎先形尖

頭器です。愉光形尖頭25は見でわかる
りゅうせんけい

ように、きれいな流線引をしていて、

ノトl叶紹介する遺物は、!北岡空港内のし、くつかの

卜骨については、中凶の史書である『貌
しょ まん

育j や日本の 『市
こ

ア肝
じ

心
き

『日本書:赤己
にはんし よさ

JlIl'万
ょうし申 う

葉 集』などに記されています。 『貌志倭
じんでん

人 fi~，] (こは、「日本では、 f可か最安なこと

先け方'K寺には、骨を士克いて、その11を行う 

で古凶を l与う 。」という内容のことが古;か

れてし、ます。これが帯かれた年代を考え

ると、この内存は、弥生時代の日本の風

習を示していると 言えます。

別代て、、も群馬県富岡市の貫前
ぬき さき

神社や束

京都青梅市のfilill~訣
み たけ

神社などでは、シカの

肩月rp廿を使って火災の危険度や農作物の

作柄を占うことが神Jドとして行われてい

ます。 (山~)石合)

人類の登場(今から 200Ji年前)から 

1 Jj年くらい前までの、気の速くなる

ような長い時代を、考占学の_.l-.て、は旧

乎んて¥、ます。この時代に11石器時代と 
I!

は、 [i上界規
き

模の火山の噴火がしばしば

上がった火山以にー一起こり、上手:に舞い

よって太陽の光はさえぎられ、日本の

平均気温は今より 61支も低かったとバ
ひ tうが

われています。いわゆる氷河期にあた

ります。

火山の噴火が気候に影響を
えいきょう

あたえた

例として、昭和55'f.(1980年)のアメリ

カ合衆国ワシントン州のセントヘレン

ズ火山の噴火があげられます。このと

きは日本でも記録的なj令夏となったこ

とは記'憶に事庁しいところでやす。また一r'.i
てんめい

くは、天i明 3年 (178 3-iド)の浅間山の噴

火が「犬明のささん」をひきおこし、そ

のため「天明のうちこわし」と L、う歴史

的な大事件がおこっています。

いかにも「飛ぶ」という感じがします。

そう、これは棒の先につけて投げ、獣

をとる t交げやりなので、す。こんなもの

でも吠がとれるのかと思うかもしれませ

んが、そこは川石器時代人の生きるか

死ぬかの問題、さまざまなくふうをし

ているのです。

?I'tn:.)!の獲物だ
え もの

った胞やイノシシなど

は皮が)!t:~ 、ため、ただとがってレる fゴ

けでは刺さりにくく、刺さっても予ヒω� 
~ r 

ほどの傷?をつけることはで、きません。し

かし、槍先形尖頭~;Fはとがっていて脳も

広いため、刺さってしかも切れるので

す。また投げるときに凶転させたと考

えられ、!日陣式させるこ tによってより

大きな傷をつけることができ、やり自

体もまっす寸に飛び命rl'率を.1-.げるこ

とができました。

このように川石器時代人は知恵をし

ぼって生きていたのです。

い、うカか.べべ、る情:宗私たちの住んでいる千葉県では、!日 て忠L 2京:土誌の表而には、撚糸文(円棒に撚統を J巻きつけ
し申うまっき

行器時代の終末期にあたる 3)j年前か てきたのてで、はないてで、しようカか'0 (落合)たものを同転して付けられた文様)
もんよう

や沈線文(
ちんせんもん

ヘラ

ら 1万2千年前の石恭が見つな Eで線をヲ I、た文様)がえがかれています。縄文L


かっています。このl時代の遺
土器の中ではシンフ。ノレな美しさをもった土器と 古え

跡は火山阪が降りつもった関ます。

東ローム婦のIf'に哩まってい底の形はすべて尖っていたり九くなっていたり、


るため、石器以外の木や皮は
これでは、ただ単に地耐にi遭いただけていはたおれて

すべて腐って残っていません。しまいます。おそらく、地面に穴をあけたり、土器

ですから私たちは、lfI石器時のまわりに石を置いて立たせたのでしょう。

代人の生活のようすを石器のこれらは、縄文時代.~同月(約 1 Jj年前)のもので、

木の実などを煮て食ぺるのに使われました。 観察を通して考えるしかあり

(;憤L1.1) (t*i tj\~ ・.t!:t!i也知]jii) 縄文阜期の土器(成田空港内の遺跡)
ませんが、石器はじつに多く

のことを教えてくれます。

時時代勾と間 Lい、話を川石器時代にもどしましょう。 どうてて、すカか通? r h円|川日，わ石行i~捺Z3引器籾i遺跡から見つかった純文 ~t-.器てやす。






